
　１．北海道（地域別調査機関：（株）北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

一般小売店［土
産］（店員）

来客数の動き ・ＳＡＲＳの影響で関西方面の旅行客が北海道に流れてき
ていると思われ、来客数がかなり増えてきている。

やや良く
なっている

一般小売店
［酒］（経営
者）

販売量の動き ・得意先の客の入りが３か月前に比べて相当好転してい
る。

家電量販店（地
区統括部）

来客数の動き ・単価は全般的にダウン傾向にあるが、季節商品の動きが
出てきて来客数は回復基調にある。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・ＳＡＲＳの影響で海外旅行を取りやめた人が国内旅行に
転向しているため、観光客の動きがやや良くなっている。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・海外旅行は底を突いており、ここにきて国内旅行が上昇
傾向にある。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・20日以降、来客数が増加しており、特に日曜日の若い
カップル連れが多くなってきた。ヨーロッパのパンフレッ
トを眺める人も多くなり、道内のバス旅行のパンフレット
も減り具合が目立つ。

観光名所（役
員）

販売量の動き ・ロープウェイの利用客が対前年比で増加している。ま
た、レストランなどの附帯事業についても増加している。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・客の来店周期が短くなってきている。

変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・季節商品の動きはまあまあであるが、ボーナスシーズン
に入っているにもかかわらず、依然として購買傾向は慎重
である。

商店街（代表
者）

単価の動き ・本格的な着物商戦であるが、購買が単品物に集中してお
り、客単価の低下がみられる。また、ジャケットなど、上
に羽織る商品の動きも悪く、全体的に客単価が低下してい
る。

百貨店（売場主
任）

お客様の様子 ・冬物売り尽くしの際と同様に、値下げ待ちの客が非常に
多く見受けられる。こうした客の動きは継続して変わりが
ない。

百貨店（販売促
進担当）

販売量の動き ・百貨店でのバーゲン価格、ディスカウント価格といった
ものでは、以前と比較して、集客の効果がみられなくなっ
てきている。安いものよりも、本当に欲しいものを求める
といった傾向は以前からみられていたが、その傾向が更に
深まっていることが実感できる。このため、客単価は上向
き傾向であるが、来客数の落ち込み幅が大きく、消費価格
はまだ上がらない状況である。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・今月も低温気象の影響で、夏物の不振が続いており、特
に紳士衣料品の買い渋りが目立つ。また、たばこの値上げ
で一時的に駆け込み需要があるが、来月との２か月トータ
ルでみると変わらないと思われる。

コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・前年と比べて天候も良く、売上・来客数とも良い状態で
あるが、客単価においては変化していない。

衣料品専門店
（店員）

お客様の様子 ・ボーナス時期にも関わらず、あまり状況の変化がなく、
厳しい状況である。必要以外の商品の買い渋りが目出つ。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・先月に引き続き今月も来客数が少なく、単価もあまり高
く推移しない状況である。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型車が好調な売行きを示したが、それ以外が売れず、
あまり変わらない。

住関連専門店
（経営者）

来客数の動き ・依然として来客数の回復がなく、20％強の落ち込みが続
いている。

家計
動向
関連



住関連専門店
（営業担当）

来客数の動き ・気温も比較的安定し、状況が良くなっているように思え
るが、ボーナス時期でありながら、保険料率のアップ等の
マイナス材料もあり、今一つ人の動きが買物につながらな
い。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・地元客、観光客とも来客数が増えている。特に昼が顕著
であり、夜は微増といった状況である。ただし、客単価は
先月に引き続き下がっており、全体としては変わらない。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・土曜、日曜、祝日の来客数は対前年比でみると、ほぼ横
ばいだが、平日の来客数が減っている状況である。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・先月に引き続きほとんど観光客が入ってこなかったの
で、全体的な動向については変化がない。夏を迎えて、観
光客も地元客も来店するかと思ったが、ほとんど横ばいで
変わらなかった。

観光型ホテル
（経営者）

単価の動き ・来道客数に大きな振れを感じなくなり、総消費単価も下
げ止まった気がするなど、底に限りなく近づいている感じ
がする。ＳＡＲＳ問題の戻しでもなさそうであるし、天気
が良いという要因によるものでもなさそうである。

タクシー運転手 来客数の動き ・６月はＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭り・札幌まつりなどの
イベントが続き、プロ野球の試合も開催されたが、タク
シーの利用客数、売上とも昨年より減っており、厳しいま
ま変わらない。

タクシー運転手 お客様の様子 ・６月に入りイベントも多くなって、一見、人の動きが活
発にみえるが、夜の繁華街への人出はイマイチの感があ
る。

タクシー運転手 来客数の動き ・一般の観光客が少し減っているようだが、ＳＡＲＳのせ
いか修学旅行生がかなり増えているので、全体としては変
わらない。旅館は週末は満杯になっている現状である。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・物件については動きが出てきてはいるが、予算がますま
す厳しくなっている。以前と違う点は、本当に予算がない
訳ではなく、先々の不安から予算を抑えている点である。
それでも請け負う業者があるということが悪循環を断ち切
れない要因である。

住宅販売会社
（従業員）

来客数の動き ・住宅業界においては、土地・資材等の単価の低下は収
まったが、需要がない状況なので、取引数が相変わらず少
ない。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・客の購買意識の低下と単価の低下を非常に感じる状況で
あり、全体としては変わらない。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

単価の動き ・価格の二極分化が進んでいる。良いものがあれば価格が
高くても売れるが、どうしても単価の低い商品の方が売れ
ることが多く、売上も全体的に低くなる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・大手百貨店の閉店に伴うセールが今月末より開催される
ため、買い控え現象が起きている。また、ＳＡＲＳの影響
で台湾、韓国からの観光客が減少しており、国内旅行者に
ついても景気を良くするほどの効果はない。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客は必要品のみを購入している状況であり、また、低価
格志向が強い。

スーパー（店
長）

単価の動き ・商品の単価が引き続き低下している。

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・最近の店頭での状況として、来客数の減少、とりわけ来
店頻度の低下が目につく。競合店も似たような状況であ
り、客の消費行動は更に慎重になっている。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・展示会の来客数が大変少なくなり、買い方も小さくなっ
ている。

家電量販店（店
長）

販売量の動き ・北海道においてはエアコンの需要も西日本ほどなく、売
上を牽引する商品に乏しい。今月は低迷しているとしか言
わざるを得ない。



家電量販店（店
員）

来客数の動き ・今月は来客数が落ち込んだほか、テレビの販売台数が
減っており、売上が減少した。

乗用車販売店
（役員）

単価の動き ・各業種とも良いという話もなく、受注量も対前年比で１
割強の減少で推移している。

住関連専門店
（従業員）

単価の動き ・客単価が伸びない。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

お客様の様子 ・医薬品を扱う店舗に来る客はほとんどが目的を持って来
店するが、最近は明らかに値段の偵察が目的である客が増
えてきたのが実感できる。客は２、３か所の店舗を回って
１円でも安い店を探しているようである。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・ディナーと個室の売上が昨年のほぼ半分になった。特
に、乗用車を利用する地元客はワインやビールを飲まなく
なっている。ゴルフ場や郊外型レストラン等に勤める知人
からは、ビールはもとより飲食自体が減少しているとも聞
いている。札幌の各ホテルを調査すると、昼食前や夕食前
はスーパーやコンビニの袋に食品を入れてロビーを歩く観
光客をかなり見受ける。

スナック（経営
者）

お客様の様子 ・地元では観光客や学生の全道大会などの催し物があり、
ホテルなどは満室と聞いているが、繁華街は閑散としてい
る。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・来客数が少なく、前年より２割程度減少している。その
ため販売量にも響いている。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・海外旅行に回復の兆しは感じられない。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・携帯電話の価格に一層敏感になってきている。これまで
も端末の値段は安ければ安いほど良いという傾向がみられ
たが、最近はランニングコストを詳細に研究し、いかに総
コストを落とすかということに注目した動きがみられる。

悪く
なっている

コンビニ（エリ
ア担当）

お客様の様子 ・客は大量に商品を買うことが少なくなり、一度の買物の
数がどんどん少なくなっている気がする。

コンビニ（店
長）

来客数の動き ・期待していたＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りについても来
客数は減っている。こうしたなか、近隣に競合店が出店
し、来客数は１日当たりで２、３百人、日販ベースで10万
円ほど落ち込んでいる。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・先月から、対前年比を15%ほど上回る状況で受注が推移
している。

変わらない 食料品製造業
（社員）

取引先の様子 ・地元のパチンコ店が倒産し、地域企業の減退が予想され
る。力のある企業と、そうでない企業の格差が拡大してい
る。

金属製品製造業
（統括）

受注量や販売量
の動き

・戸建住宅向け商品の販売量は低迷したままである。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・紙パルプ業界は古紙・油など原材料の高騰も収まり、価
格や在庫の調整次第となっている。

通信業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・商談数自体は例年並みであるが、顧客の価格に対する要
求がシビアであり、景況感としては横ばいと感じる。

司法書士 取引先の様子 ・先月に引き続き、不動産取引、住宅関連、建設関連とも
下降気味である。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・昨年と比較して、管内の倒産が増加している。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・設備投資が少なくなっている。唯一元気なのは福祉系の
みである。

企業
動向
関連



その他非製造業
［機械卸売］
（従業員）

それ以外 ・知事、道議選挙等に伴い、官庁発注が例年と比べて１か
月程度遅れている。本格的な発注は８月に入るのではない
かと心配される。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（団体役員）

受注量や販売量
の動き

・消費動向の低迷感が増し、受注や販売量が減少している
なか、量販店バイヤーから納品価格の引下げや、バイヤー
の利益確保のための強要が見受けられる。

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・道内経済は悪いなりに底を突いた感があり、業種によっ
ては、東南アジア・中国向けの輸出に糧を見いだし、工場
の稼働率をアップさせ、好業績を勝ち取っているところも
あったが、ＳＡＲＳの影響で現地サイドの工場が止まった
ことにより、契約が延期となる物件もかなり出てきた。こ
のことが物流面にも影響を及ぼしている。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・設備資金が低調であるほか、公共投資と住宅投資も低水
準である。観光業界はＳＡＲＳの影響から、東南アジアか
らの観光客の減少が顕著である。

司法書士 取引先の様子 ・街の中心のビルで、今まで入居者がいなくなることはな
かったが、ここへきてかなりの空き数が生じている。

悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

それ以外 ・創業40年近い老舗の会社が相次いで倒産した。

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人倍率は、11か月連続して前年同月を上回ってい
る。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

雇用形態の様子 ・道内の中小企業は引き続き、採用の手控え感が強く、派
遣についても値引き圧力が強い。大手企業からの雇用調整
の相談、民事再生法に関連した雇用に関する相談、自社業
務のアウトソーシング化の相談が多く、各企業の経営状況
のひっ迫を感じる。

求人情報誌製作
会社（編集者）

雇用形態の様子 ・求人広告取扱件数に大幅な変化はみられないものの、相
変わらず常用雇用や正社員の求人が少なく、企業の人件費
抑制の方向性が感じられる。

職業安定所（職
員）

求職者数の動き ・新規に求職申込をした者の離職理由は、事業主都合離職
者が増加して、自己都合辞職者が減少している。また、在
職中の求職者と今まで職に就いていなかった者の相談も増
加している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・管内の有効求人倍率は、対前年比をやや上回ったもの
の、相変わらず低い数値で推移している。

やや悪く
なっている

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・小売、飲食系の業種が、春に比べて若干勢いをなくして
いる。

新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・企業は売上の増加で利益を確保するのではなく、経費の
圧縮で利益を確保する傾向が顕著になり、広告出稿マイン
ドが萎縮している。

悪く
なっている

○ ○ ○

雇用
関連


